
上祭沢遺跡

した資料1点が得られており(報告書第39図46)、ムシ 1)1式に比定できうるものと考えられる。

また、本庄市神沢海岸遺跡では後続する上川名I式に比定された内外面に縄紋を施紋した土器

を主体とする中に、槻木1式に比定された細陵起線紋施紋の資料(B類土器)がある。ただし、

その資料の中には地紋に縄紋を施紋する例が含まれている口本遺跡第I群第2類とした縄紋施

紋の土器も飴土 a 焼成の点で第1類と極めて近担するが、あるいはこの神沢海岸遺跡の B

器の在り方に通じるものかも知れないD

2節 中世の遺構と遺物について

県内でこれまで調査された中世墳墓あるいは経塚としては、平鹿郡雄物川町大沢の北野遺跡、

湯沢市松岡にある松岡経塚、雄勝郡羽後町三輪に所在するト三本塚経塚があるのその他、秋田

県遺跡地図のー覧表中に経塚あるいはよ長墓、もしくは単に塚と記されている遺跡は54カ所存在

する(第4表)口県内での分布を見ると、雄物川上中流域の雄勝'横手鹿地方とH日和町、井

JI! rllyなど南秋田に集中し、その間をつなぐ河辺郡、 111J北部内や由利郡内にも散在する。県北部

では鹿角と能代にそれぞれ1カ所づつあるのみである。

ところで、中世初期の経探11-¥土の経外陶器の地域相について考察した古関康暢は秋田県内の

資料として湯沢ー松前経塚、大森・上i拝観音寺桂塚、雄物川・大沢経塚、横手・掃討;長根Hせ

経塚、男鹿，加茂青砂経塚の例を扱っている。それによると、大沢経塚の中形叩打室、松岡経

塚の中形叩打査 1 例と蓋に用いられていた片口鉢、加茂青砂経塚、!羽!首長根1号経塚の小Jf~査

は須i容器系の製作技法をlJli.日きした珠?fH系i陶器と分類され、松岡経塚の中形nfJ打壷{也11河、上溝

観青寺経塚の中形叩打査は須恵器系と発器系の製作・焼成技術を合わせ持った須恵器・完器折

衷系陶器として分類されている。そして、後者資料の製作年代を在銘経筒の年代に合わせ、松

岡経塚の例を12世紀後葉、上溝観音寺経塚の中形叩打査にはおよそ12世紀後半の年代を与えて

いる。

本遺跡SX03から出土した第16図34、35の資料は器形を復元することのできなし吋、片である

が、外面は素紋板状原体、内面は円形素紋の原体でIJ[Jき締めて成形し、かつ燈色に発色してい

る。この特徴は、台i両が須恵器・奈器折衷系陶器の特徴としてあげたn[J打成形技法と酸化焔焼

成による赤褐色の器面発色の組み合わせと対!必するのではないかと忠われる。もし、この観察

に違いがなければ、本遺跡の資料は古関が挙げた松岡経塚、十.i梓観音寺経塚の中形叩打査とほ

ぼ同じような製作年代が与えられ、したがって、 SX旬、 SX03には平安時代末期から鎌倉時

代の初めにかけての年代が与えられる口

県内で調査された経塚のうち、羽後町十三本塚経塚は江戸期の絵図によれば始め13基の円丘

が列をなしていたとされるが、明治則から昭和35年までの間にすべて消滅している。幸いにも
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第2章まとめ

昭和28年の段階で残存していた7号および10号の2基については調査記録されている。そのうち

径7~7. 2m、高さ1.22mのニ規模をもっ10号の記録によれば、表土掠下中央にやや大きめの石を中

心として.1771閣の…宇一石経らしい小石が径60~65cm、厚さ 16cmの塊状にあり、宋銭、人骨片ー

などが周囲から出土したという口経石はなかったが塚中央に小石の集積が認められる点は、本

遺跡、SX 02， S X 03の頂部の状態に類似すると言えなくもない。十三本塚経塚の報告者はその

造営の時期を鎌倉時代におかれる可能性があると述べている。

本遺跡のSX旬、 SX03についてはその陶ー者ともおよそ半分を削られており、初期の中世陶

器と思われる陶器片が出土したものの、それが墳墓にともなう蔵骨器であったのか、経外容器

であったのか判然としなし=。 県内の塚を伴う中世墳墓、また経塚とも調査例が少なく、比較を容

易に行えないのが現状である。また十三本塚経塚のように一ー宇一石経とともに人骨片が出土す

るような、墳墓とその追善供養の痕跡がI司ーの遺構に残される例もあるようである。いずれ、

年代、性格、さらに東北北部の中世史の中での位置付けなど、類似遺跡の調査が進むことで明

らかになることが多いと ざるを得ない口

註l 型式名に用いられる数字についてはアラビア数字を用いた。 ムシリ1式については設定'{i-自身がロ

マ数字を用いている経緯があるが、戦後の!t!式名に用いられる数字の混乱については次の文献が

詳しし~

持1I沢市←ー 「加曾利E式の細別とi呼称JW1I-1lj80 1985(Uf~和60 年)

註 2 ムシリl式土器の主体となる土器は早稲間3類中にも見られる沈線紋の施された土器で、納隆起純紋

の施された土器の割合は少ない。売場遺跡では第目前:A類がこれにあたるu ムシリ1式土器に2種類

の土器が有在することは、間木 l式土器との関係を考えるトで重要な点であるが、ここではその問

題には触れず、単に*[1]隆起線紋の施された土器に r~R って考える。なお、槻木 1 式は関東地方野島式

との士、j比が許われるが、林(1982)が指摘するように、その11'(:践の1:U1係はなし=ものと忠われる。 :[;:1:

見の限りではあるが、胎土・器!享のよう;においてその差は苦ししミ。野島式土器のキIllI在起線の施紋法に
I!);J しては売場遺跡報合者が野島j~'!r任起線としてムシ 1)1式J-.出の施紋法と対比している。視木1式二i二

誌のIUi付けの手法がどちらにより近いものかは不明である円
林謙作 i~Jli 丈一平前JUJ の土時一北海道1Y4一郎、東北地ん J ['Mli文J二(，ff)-:hli:1早・前)!万j，;Pr，i幻1: 1982 (目立
fU57年)

註3 青森県教官委員会「先場遺跡発ff，lliVM査報白書J1984 (fl[{i'f159年)
，1+ 11 1I1形県教育委員会 il，、るかいj立跡発掘調査報?片手FJ1983 (日日手Wi8年)
itl: :) flll台市教行安n会「富山j立跡第28次元ÆiW，~f出i;I;'f!;:J 1988 (日fi干1163if)

註G {;.子県教育委員会「御所ダム建設関連遺跡発掘調査報伝書J1982 (llli手1157年)
註7 芹沢長介・林謙作「岩手県蛇王illijililj火Jr石時時代j第7サ 1965(昭和40年)
n.L 8 日子りよ.f!IUI主文化nナセンター iJ二w遺跡発fltI!，iJlij :td:li W書J1983 (町平1158年)
;H: 9 秋 1:1:1 県教育委員会 íl司辺 103i~'大館市バイパス建設卒業に係る .H町長文化財発射調査N日'~'~H: T J 1988 
(IIU;fn日午)
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上祭沢遺跡

註10 本荘市教育委員会「神沢海岸遺跡J1971 (昭和46年)

設11 吉岡康!揚「経外容器からみた初期中i吐陶器の地域相Jr紀要j第11号石川県立郷土資料館 1985
(昭和60年)

註12 松縄経塚:建久7年[1196J、上溝観音寺経塚:久安5年[1149J 

註13 奈良11事介・豊島昂「秋田原の考古学J古)11弘文館 1967(昭和4')年)

参考文献

山内清男「関東北に於ける繊維土器Jr史前年:雑誌j第1巻第2号一 1929(同和4年)
1111守治労「同追加第一J r史前学雑誌j第1巻第3号 1929(昭和4年)
林謙作「縄文文化の発展と地域性一東北Jl'日本の考古学百縄文時代jM出書房 1965(昭和40年)

縄文文化検討会 f東北宮北海道における縄丈時代早期中葉から前期初頭にかけての土器編年についてJ

第4間縄文文北検討会シンポジウム資料 1989(平成元年)

第ヰ表 擦内壕…麓(秋田県教委「秋田県遺跡地図J1976より作成)
追跡名 I円 11: J也 伎十立 i単一!立mi モ・ 1t; ~Ý m三tIl~ i立物
1‘bT 吋 )11 立ζニ 左才、 吉~{tr打 MμJII aiJル・!}!.l_ 立M疋二

千Ij，lf 遺跡 IJ[frJ rli卜和IU司王IIJイi ~;'É 干 l

1ヒ'l'j' 1 遺跡 f;}(mrli金Jt 竹宣:2:'火葬人十1"

小村、!I遺跡 秋田市上新城 1 ごE8λ 向i、作，ヘ7J令 tνi τ 

'/C素沼 1. 1I 遺跡 V¥1Jl rli守=内 {王5λ6 ‘[~さ i ? 

似篠 111遺跡 f)(H1rli.;'f内 千印、"白与さl

自白岡 B 遺跡 l十lf).:凶郡井川11I]I}rri仕i 了Hlli;;任命

1荷'J洲台野;をi.Il上助i洋、
TVl干}:Ill:llf;井1111町八日! í<J" 布 (mIB {，~..'I'， Hilî (，~人人 l'l'

i討千人間ltllll日手IlIlfT五二久保

l見本従 1:!l1 [十jf}(ITIIiIl昭和田H:UIII県本 ~nw. aifZ';: 

J-... i~.l~ H~ .i皇制、 i十jf)(lnl~; /lH .:f II /lrL;g:JIII 虻川 {壬品、 I自jさi

Jこ n追跡 [打秋 1II /lI;/l{j干Il IH] .l.'~tJII_UtJ ll 自主、錫位m:i.::r，2J~-

〉平ξ r.1!itu u i洋 I打秋Ulll!l昭和jI日笠川上虻!II 食 3

ーた 1: i!{ i立跡 南秋山1m昭和111]設111卜虻I11 ~Il:;古 ~ifJ:l

g!:E t只 i設 R~ 初、凶diτ1'1勾 t壬7、高さ1.5 δ 

Ilt i!.;， ii'i:尚 川i旦{ll;I"Jj!1l!il→内 ;~恋 6S:

in iG 1委教 1宣跡 j"Tjllm;jil日立mf~ti 見 -'YC--iヨ可
仁!;~数 i 遺跡、 1111;1ヒ î~;flliJ~iIJJIIIT ELl il(

i号! LI i送跡 ばj111m雄手Iljllf)lli長 ;t'(必 ~~~J~

土毛布 i"f遺跡 ヨヨ:111 須応、器n

大来1I j室効 iJl!~じ ltl;Vljfl l! ;1 し lこ 111 2口:又二ワ♂吋久司~I

土 111 遺跡 ili1北郡凶{山北町土川 ーバドイ壬

住王寺綬 )cllll1lil付小友 一局ej->-:jJ*手

大:存在J:!丘三子絞Iぷ 平日1111日大森町上機 経倍、j守護

WE功、 iえ似 i立跡 仙北部1111南付金沢 kJ:{(鳥文鏡、土自ilî*~ 、 ;J'UJ!:HffJì

今*111遺跡 iJi1:1と1郎111n十J村{EiN 有白ピリEんMJ亀

(， ~H:~ 恨経 Ih[ llf 十位手lIi金沢 3 箱、刀、斧、経 i湾、経文;、 ;!ll~1:6~f

|羽hiit毛似品'(oW.1片 t投手lIi{J;'il{ '占i守鏡!~p:義、i;JJ1陶}J.~製2経詰)陪「 (;Jl恕 Ë~) 、 11 批liil. l
i以 j二i'-t~ 8 lt1 十品子lIi金沢'1''I'j'
tt~ Iht Jぷ IIJ利m;rl1利IJrfJlljl可

九日町長 1均: 011利m;欠jるjlfT元jllJ が石
大 i}{ ill 湖、 平I1'[i11;雄物川mf)(~f:jJ~ ;l;J '(-iJ{ 事正常、 *i~ rr;j 、紙イドキF
ill Ji'ti十二以 ヱjLHti11;雄物川III[詩UH.
-tLニ1、 111 i 18干IJI11;京1.11干IJjllJ老方 l二 mri 様、 ;J'i}~~{{if

情!日多，1，h~ 敷 三Hm若j)l羽田IliT以1m 司'王11、Illl卜ー
松 liuJ 1ぷ i!}iNdi十:i.:[llij 金j"~~' í"'j須 fJ.~ 6~f 、 1:nlJiI，ii、JH'、菊花双非丈続

主沢主主 U'U 什lini副iJ1!1j tii]~沢

本 j手土 jさ: illl.1IゴIliflJlliYiJIIIJ.1ヒ伶iliYiJ | 司王(_I

東 1I1 本穏な fti1~ヒ 111;[1111幻村般 L

~jj の t~ 遺跡 ヱje使1m平成Illli主主f

主!j: 1 立跡 f'H'[:im雄物111問T/I')ri
JI主)J比七 11110ぷlil' 横手diJl長成 】つ

小 T'f 111 j，~' I作 ぜq二111JJ~llIf 5 I h'i1ilさ;
小古 1I1火葬議 J貸手di大gllJJ I fuu1h[、イili'i
大riJ')1: LLr卜」以 *i者手lIi大sllJ] ~J'Ü包 *ii
採取手:1与(I応援 横手dil不思n i 

IJ& 里j- liliJ I.i!( llf 横手lli赤1反 2 

jl[iの卜卜ずお、 政1)幸lll;;l;jf走jlIJIJlil( 複数(lj'tJぷ列)

H ili 1台二本.r~; Mf.ll寺 11日 ;n{支出fH il~ 13最tli、:.jミH¥

ifli 11111.11-一様 総1)幸Il日，m走H汀凶l持汗i付 複数 U~U王列)

大谷級以 雄勝郡稲1111111

凸切保 有Iイーi.rh[ f:krll1li上新城(1:{~i 従2人1，1毛ブ'jJIバ11正
…トー……ー…

じ :; .i:t 長島 打、/11dパ汚 111 ご;êm~lifJ

lilllll (}Jllr'とT奇妙) 労使lIi) Î~IJII!:土奇妙 1~î _l也、

54 




